
千葉県立美術館報

VOし.3 NO.3

昭和52年1月5「!発行

編集・発行人 市原 正夫

〒 280

干葉市中央港l丁目10番1号

蜜0472-42-8 3 1 1 (代表)

⑳≪る

写真提供=彰国社(和木通氏撮影)

『
§
、
、
…

観
潮
台

千
葉
県
佐
倉
蒲
出
身
で
、
日
本

近
代
洋
画
の
先
駆
者
浅
井
息
の
資

料
整
備
と
究
明
は
、
本
館
に
と
っ

て
は
基
本
的
は
一
課
題
で
新
年
早

々
に
浅
井
忠
常
集
の
、
本
館
研
究

紀
要
を
編
集
刊
行
す
る
。

浅
井
息
に
ど
こ
ま
で
接
近
で
き

る
か
館
員
は
年
末
年
始
を
こ
の
た

め
に
過
し
た
が
、
私
は
こ
の
過
程

で
秦
恒
平
さ
ん
の
〇
月
暗
く
」
(
集

英
社
刊
)

の
な
か
の
、
正
岡
子
規

と
浅
井
息
の
交
友
を
措
い
た
「
糸

瓜
と
木
魚
」
を
再
読
し
た
。
入
念

を
二
人
の
写
生
の
真
義
に
迫
っ
て

ゆ
く
手
法
に
心
打
た
れ
た
が
、
と

く
に
、
浅
井
息
の
「
グ
レ
ー
の
洗

千葉県立美術館外観

酒
場
」
を
ど
、
フ
ラ
ン
ス
の
グ
レ

ー
村
で
の
名
高
い
連
作
を
「
私
は

浅
井
息
が
そ
れ
ら
の
風
景
画
で
一

等
念
頭
に
置
い
て
い
る
ら
し
い
も

の
を
季
節
と
の
交
感
だ
と
思
っ
た
。

露
骨
に
い
え
ば
俳
句
の
季
題
の
よ

う
な
も
の
を
画
面
の
空
気
と
し
て

表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
」
と
評

し
て
い
た
。

浅
井
が
生
涯
親
し
ん
だ
俳
句
文

芸
を
追
求
し
て
い
る
私
は
、
浅
井

息
論
と
も
い
え
る
こ
の
労
作
に
共

鳴
し
、
浅
井
息
の
画
業
の
根
幹
を

し
の
ぶ
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
眼

識
に
対
し
て
敬
意
を
表
し
た
い
と

思
う
o

(
高
橋
在
久
)
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6部門にわたる初の試み
第1回千葉県秀作美術展

昭和52年1月5日(水)-1月23日(日)

開館時間9時-4時30分・月曜日休館
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本
館
は
昭
利
四
九
年
十
月
開
館

以
来
、
物
故
作
家
を
中
心
と
し
て

郷
土
の
先
駆
的
を
美
術
家
の
再
発

見
と
そ
の
瀬
彰
を
行
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
現
在
、
千
薬
県
に
は
美

術
の
各
部
門
に
ね
た
り
、
多
く
の

作
家
が
活
躍
し
、
千
葉
県
美
術
展

覧
会
(
略
称
県
廣
)
を
始
め
、
広

く
県
内
外
の
各
種
展
覧
会
で
、
そ

の
作
品
を
発
表
し
、
今
日
に
至
っ

て
い
る
。

そ
こ
で
、
干
楽
県
に
ゆ
か
り
の

あ
る
作
家
を
集
大
成
す
る
展
覧
会

を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
る
。
た

し
か
に
、
県
腿
に
お
い
で
も
、
著

名
な
作
家
が
総
て
参
加
し
て
い
る

と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
作
品
そ
の

も
の
に
し
て
も
、
そ
の
作
家
の
そ

●

の
年
の
最
高
の
力
作
が
出
品
さ
れ

て
い
る
と
は
必
ず
し
も
い
え
を
い
。

従
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
す
べ
く
、

現
在
活
躍
中
の
作
家
を
中
心
に
、

そ
の
代
表
的
作
品
を
一
堂
に
展
観

し
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
、
広
く
公

開
し
、
千
菜
県
美
術
界
の
動
向
の

理
解
と
そ
の
発
展
に
資
す
る
た
め

に
本
屡
が
企
画
さ
れ
た
。

経
過
に
つ
い
て

昭
和
五
十
年
の
秋
頃
か
ら
展
覧

会
の
内
容
に
つ
い
て
館
内
で
何
度

も
協
議
さ
れ
、
出
品
作
家
の
資
格

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
干
楽
県
に
在
住
、
勤
務
、
出

身
お
よ
び
県
内
で
活
躍
し
て
い
る

作
家
(
但
し
、
選
考
対
象
期
間
内

の
物
故
者
は
対
象
と
す
る
)
と
定

め
、
過
去
二
年
間
(
昭
和
四
九
年

四
月
̃
五
十
年
三
月
)
の
団
体
展
、

個
展
、
そ
の
他
で
発
表
さ
れ
、
高

く
評
価
さ
れ
た
作
品
を
選
考
の
対

象
と
す
る
こ
と
に
決
め
、
作
品
主

体
に
選
考
す
る
こ
と
に
怠
っ
た
。

ま
た
、
対
象
部
門
及
び
開
催
方

法
に
つ
い
て
は
、
当
初
六
部
門
-

日
本
画
・
洋
画
(
含
水
彩
)
・
彫

塑
・
工
芸
・
書
・
版
画
-
を
二
つ

に
分
け
、
交
互
に
隔
年
で
行
を
う

と
い
う
案
も
出
さ
れ
た
が
、
結
局

六
部
門
を
一
度
に
展
観
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
大
筋
の
開
催
要
項

が
決
ま
る
と
、
早
速
開
館
以
来
行

な
っ
て
き
た
調
査
活
動
の
成
果
を

中
心
と
し
て
、
当
該
年
度
の
展
覧

会
目
録
、
図
書
、
雑
誌
、
或
は
展

覧
会
案
内
状
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
資

料
を
活
用
し
、
該
当
作
家
の
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
の
作
業
に
入
っ
た
。
そ

の
結
果
、
千
百
名
近
い
作
家
名
簿

が
作
成
さ
れ
、
更
に
、
こ
れ
ら
の

作
家
の
対
象
期
間
内
に
お
け
る
活

動
状
況
が
調
査
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

次
に
選
考
委
員
の
人
選
が
行
な

わ
れ
た
。
選
考
委
貝
に
は
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
作
品
を
選
考
で
き

る
と
い
う
こ
と
、
千
葉
と
い
う
限

ら
れ
た
地
域
で
あ
っ
て
も
、
高
い

水
準
の
展
覧
会
を
目
的
と
し
て
、
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美
術
評
論
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

ら
学
識
経
験
者
か
ら
十
名
、
ま
た

地
道
に
制
作
活
動
を
続
け
る
作
家

の
作
品
を
よ
り
多
く
網
羅
す
る
た

め
に
、
県
美
術
界
の
動
向
に
詳
し

い
作
家
か
ら
五
名
を
選
び
、
昭
和

五
一
年
七
月
に
選
考
委
貝
を
依
頼

し
、
快
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
、

委
嘱
す
る
に
お
よ
ん
だ
。

選
考
委
貝
は
次
の
各
氏
で
あ
る
。

○
青
木
滋
芳

○
浅
見
書
舟

○
植
村
鷹
千
代

○
大
須
賀
力

○
加
藤
貞
雄

竃
‖
り
‖

=
i
口
=
一
=

i
日
日
i
言
‖
‖
=
H
=
=
言
=
=

●

○
笹
岡
了
一

〇
立
石
春
美

○
千
代
倉
桜
舟

○
中
村
倒
三
郎

○
細
野
正
信

○
堀
江
和
彦

○
本
間
正
義

○
村
瀬
雅
夫

○
山
谷
鉄
一

(
敬
称
略
・
五
十
音
順
)

同
時
に
、
対
象
と
在
る
べ
き
作

家
の
推
薦
を
、
学
識
経
験
者
代
表

の
委
員
か
ら
は
全
部
門
に
つ
い
て
、

作
家
代
表
の
委
員
か
ら
は
部
門
別

推
薦
と
し
、
委
員
一
人
二
〇
点
以

内
と
し
、
前
記
作
家
名
簿
を
添
え

て
作
品
の
推
薦
を
依
頼
し
た
。
そ

の
結
果
、
数
十
点
の
重
複
が
あ
り
、

最
終
的
に
は
一
四
〇
点
に
上
っ
た
。

選
考
委
員
会
に
つ
い
て

十
月
に
、
選
考
委
員
会
が
本
館

会
議
室
に
お
い
て
開
か
れ
た
。
ま

ず
、
委
員
会
の
運
営
方
針
が
協
議

さ
れ
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
等
を
考
慮

し
た
結
果
、
出
品
点
数
を
一
二
〇

点
以
内
に
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
そ
こ
で
、
作
品
を
し
ぼ
る
作

業
に
入
り
、
二
名
以
上
の
委
員
か

ら
推
薦
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
は

●

検
討
の
結
果
、
原
則
的
に
は
入
選

と
し
、
そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て

は
一
点
一
点
検
討
、
審
議
さ
れ
た

結
果
、
一
二
〇
点
以
内
に
限
定
す

る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
、
最
終
選

考
点
数
二
一
二
点
と
い
う
こ
と
で

委
員
会
の
決
定
を
み
た
。

部
門
別
内
訳
は
、
日
本
画
二
三

点
、
洋
画
三
人
点
、
彫
塑
十
九
点
、

書
十
八
点
、
工
芸
十
七
点
、
版
画

七
点
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
か
ら
再

審
議
に
よ
り
、
ざ
ら
に
日
本
画
一

点
、
版
画
一
点
が
削
ら
れ
、
結
局

は
予
定
通
り
の
二
一
〇
点
で
お
ち

つ
い
た
。

一みる・かたる・つくる

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
開
館
三
度
目
の
新

春
を
迎
え
、
本
年
は
、
関
係
各

位
の
御
協
力
に
よ
り
、
五
日
よ

り
千
葉
県
秀
作
美
術
展
を
も
っ

て
幕
あ
け
し
ま
す
。

こ
の
秀
作
屈
は
、
本
館
は
も

ち
ろ
ん
、
全
国
的
に
み
て
も
始

め
で
の
企
画
か
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
是
非
ご
高
覧
賜
お
り
た

く
お
待
ち
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
春
に
あ
た
り
、
次

の
三
点
を
今
年
の
抱
負
と
し
て
、

全
職
員
一
丸
と
在
っ
て
、
取
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
皆
様
の
一
層
の
御
協
力
と

御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一
、
企
画
展
等
の
充
実

美
術
館
活
動
の
中
で
、
展
覧
会

事
業
が
中
心
に
な
る
こ
と
は
、
い

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
年

度
は
東
山
魁
夷
展
を
は
じ
め
、
本
東

日
本
で
は
本
館
だ
け
の
文
化
庁
の

美
術
館
を
皆
様
の
よ
り
身
近
を
も

の
と
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
普
及
事
業
の
拡
充

昨
年
は
つ
く
る
活
動
を
具
体
的

に
事
業
化
し
ま
し
た
が
、
本
年
度

は
、
さ
ら
に
か
た
か
活
動
を
積
極

擢
楽
観
追

新
春
に
あ
た
り
三
つ
の
願
い
館
長
市
原
正
夫

現
代
美
術
選
抜
展
を
ど
を
取
入
れ

て
、
よ
り
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

を
お
、
始
め
て
の
試
み
と
し
て
、

収
蔵
作
品
に
よ
る
巡
回
展
(
地
方

展
)
を
県
下
二
会
場
ほ
ど
実
施
し
、

的
に
展
開
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
美
術
館
談
話
会
」

「
夏
季
大
学
」

等
の
行
事
の
ほ
か
、
最
も
生
活
に

密
着
し
た
日
常
活
動
と
し
て
、
美

術
普
及
室
の
仮
設
置
に
よ
る
、
美

術
に
関
す
る
相
談
事
務
か
ら
、
美

考
え
て
い
ま
す
。

三
、
施
設
・
環
境
の
整
備

前
記
、
俄
美
術
普
及
室
は
、

美
術
普
及
棟
へ
の
円
滑
を
る
移

行
を
考
え
て
の
こ
と
で
、
普
及

棟
の
建
設
と
利
用
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
よ
り
具
体
化
せ
ね
は
在

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
美
の
殿

堂
に
ふ
さ
わ
し
い
、
館
内
外
の

美
化
等
に
っ
と
め
ま
す
。
植
栽
、

屋
外
展
示
を
始
め
外
構
整
備
を

図
る
ほ
か
、
館
内
外
に
利
用
者

の
憩
い
の
場
の
拡
大
、
そ
れ
に

伴
を
う
要
所
要
所
へ
の
作
品
の

常
置
展
示
を
ど
考
え
て
い
ま
す
。

作
家
へ
の
出
品
依
頼

先
の
選
考
委
員
会
で
の
決
定
を

ふ
ま
え
で
、
翌
日
か
ら
作
家
へ
の

出
品
依
頼
が
始
ま
っ
た
。
そ
の
結

果
、
日
本
画
の
加
倉
井
和
夫
、
関

主
税
、
工
芸
の
土
肥
刀
泉
、
書
の

中
台
青
陵
の
諸
氏
か
ら
は
、
も
ろ

も
ろ
の
事
情
に
よ
り
出
品
辞
退
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
他
の
作
家
か
ら

は
承
諾
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
終
出
品
点
数
一
二
ハ
点
-
日
本

画
二
〇
点
、
洋
画
三
八
点
、
彫
塑

十
九
点
、
書
十
七
点
、
工
芸
十
六

点
、
版
画
六
点
-
と
決
定
を
み
た
。

今
回
の
二
六
点
の
作
品
が
発

表
さ
れ
た
個
展
、
団
体
展
は
五
〇

展
覧
会
五
九
会
場
と
を
り
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
都
内
を
会
場
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
展
は
、
過
去
二
年
間
と
い
う

時
間
的
な
流
れ
と
、
県
内
外
と
い

う
空
間
的
を
広
が
り
の
中
か
ら
作

品
を
選
び
、
一
堂
に
展
観
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
六
部
門
に
わ
た

る
秀
作
展
は
、
全
国
的
に
み
て
も

初
め
て
と
思
わ
れ
る
画
期
的
な
も

の
で
、
県
展
と
は
そ
の
趣
旨
、
内

容
等
が
異
な
る
企
画
展
と
し
て
、

公
立
美
術
館
の
使
命
・
役
割
か
ら
、

本
格
的
に
取
組
む
べ
き
事
業
と
考

え
、
今
後
も
隔
年
ご
と
に
開
催
し

て
い
き
た
い
。
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こ
れ
は
、
昨
年
了
月
1
日
-
1
 
1

月
1
4
目
の
間
に
来
館
さ
れ
た
方
々

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
。

開
館
日
赦

二
二
日

回
収
枚
数
一
、
五
四
三
枚

男

九
二
二
枚

女

六
三
〇
枚

入
館
者
全
般
か
ら
み
る
と
、
美

術
館
の
立
地
条
件
も
あ
り
、
他
の

用
務
の
つ
い
で
に
と
い
う
付
随
的

な
も
の
よ
り
、
ま
ず
「
展
覧
会
を

見
る
た
め
」

に
来
館
し
た
人
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
る
。

入
館
者
状
況

-
男
女
・
年
令
別

展
覧
会
の
内
容
に
よ
っ
て
若
干

の
相
違
は
あ
る
が
、
若
い
層
の
来

館
者
に
は
、
夫
婦
或
い
は
家
族
連

れ
で
訪
れ
る
傾
向
が
目
立
っ
て
き

て
い
る
。

こ
れ
は
、
.
美
術
が
特
定
の
限
ら

れ
た
人
た
ち
の
も
の
で
は
を
く
、

家
族
な
ど
で
気
軽
に
楽
し
む
も
の

と
な
っ
て
き
た
一
般
的
風
潮
を
反

映
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

2
居
住
別

男
女
と
も
、
市
内
居
住
の
人
が

圧
倒
的
で
あ
る
が
、
県
展
期
間
中

は
、
や
は
り
全
県
に
れ
た
っ
て
い

る
。
ま
た
、
県
外
者
は
、
夏
休
み

期
間
中
に
多
く
み
ら
れ
る
。

4
催
物
を
知
っ
た
方
法

《美の根〉

私
の

へ
ら

大
須
資

力

(
彫
刻
家
)

す
る
時
、
手
の
補
助
と
し
て
の
木

の
へ
ら
、
鉄
べ
ら
を
ど
が
あ
る
。

し
か
し
粘
土
を
握
っ
た
時
の
感
触
、

彫
刻
は
使
用
す
る
素
材
に
よ

り
石
彫
木
彫
或
は
塑
造
等
に
大

別
さ
れ
る
。
素
材
か
ら
作
者
の

イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
外
か
ら
内
へ

と
彫
る
石
彫
木
彫
、
粘
土
を
積

み
重
ね
て
内
か
ら
外
へ
構
築
し

て
ゆ
く
塑
像
と
製
作
の
手
法
上

の
差
異
は
あ
る
。

塑
像
に
つ
い
て
い
え
ば
制
作

掌
や
指
で
粘
土
を
つ
け
る
時
の
感

じ
こ
そ
、
塑
像
を
作
る
喜
こ
び
で

あ
る
。

自
分
は
出
来
る
だ
け
へ
ら
を
使

は
を
い
、
指
の
届
か
を
い
所
に

手
の
代
り
を
す
る
の
が
へ
ら
で

粘
土
の
時
は
木
の
へ
ら
を
、
石

背
に
し
て
か
ら
削
っ
た
り
す
る

時
は
金
ぺ
ら
を
使
う
。
結
局
手

の
代
り
を
す
る
の
で
使
い
易
い

様
に
黄
楊
の
木
を
削
り
金
ぺ
ろ

ば
鍛
冶
屋
に
作
ら
せ
る
。

今
使
っ
て
る
木
の
へ
ら
の
中

に
は
四
十
年
近
く
た
っ
て
る
も

の
も
あ
る
。
作
っ
た
時
か
ら
見

れ
ば
甚
く
磨
滅
し
て
る
が
愛
着

や
思
い
出
が
あ
り
捨
て
ら
れ
ず

未
だ
に
使
っ
て
る
。

3
利
用
乗
物

美
術
館
行
き
の
バ
、
ス
が
、
昨
年

九
月
よ
り
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、

日
曜
、
祝
日
に
限
る
た
め
と
、
本

調
査
が
七
・
八
月
を
含
ん
で
い
る

た
め
か
、
タ
ク
シ
ー
、
徒
歩
利
用

者
が
見
ら
れ
る
。

6
今
後
希
望
す
る
催
物

●



庶
務
課
の
分
掌
事

務
は
大
体
に
お
い
て

ど
こ
の
職
場
も
同
じ

で
あ
り
、
裏
方
的
を

仕
事
が
多
い
。
特
に

美
術
館
等
は
、
館
の
事
業
が
学
芸

課
の
仕
事
を
通
し
て
県
民
へ
サ
ー

ビ
ス
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
庶
務

と
し
て
は
、
館
員
が
安
心
し
て
仕

事
に
取
り
組
み
、
よ
り
よ
い
仕
事

が
で
き
る
よ
う
、
学
芸
と
表
裏
一

体
の
立
場
で
事
務
処
理
す
る
こ
と

に
よ
り
間
接
的
に
県
民
サ
ー
ビ
ス

に
つ
な
が
る
も
の
と
思
う
。

・
次
に
庶
務
課
の
分
掌
事
務
の
う

ち
二
、
三
取
り
上
げ
て
考
え
て
み

た
い
。
①

休
日
等
の
勤
務
に
つ

●

い
て
。
現
在
は
、
土
曜
日
の
午
後

と
日
曜
、
祝
日
に
三
名
の
日
直
を

あ
て
、
受
付
け
や
電
話
当
番
、
そ

の
他
の
事
務
処
理
に
あ
た
っ
て
い

る
。
そ
し
て
日
直
者
は
次
週
の
土

曜
日
に
、
月
曜
、
祝
日
勤
務
者
は

次
の
平
日
を
代
休
と
し
て
い
る
。

三
名
交
替
に
よ
る
日
直
で
は
あ
る

が
、
庶
務
と
学
芸
課
を
考
え
た
り
、

女
性
の
割
振
り
を
考
慮
し
た
り
し

て
公
平
に
や
ろ
う
と
す
る
と
か
を

り
む
ず
か
し
い
問
題
が
あ
る
。
そ

の
う
え
公
務
の
た
め
代
休
日
を
変

更
し
た
り
す
る
と
全
員
の
揃
う
日

も
少
な
く
在
り
館
運
営
に
も
支
障

を
き
た
す
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。

今
後
週
休
二
日
制
が
実
施
さ
れ

る
よ
う
に
在
る
と
益
々
割
振
り
が

困
難
と
な
り
、
博
物
館
等
へ
勤
務

す
る
者
の
勤
務
時
間
等
に
つ
い
て

は
、
割
切
っ
た
大
巾
な
改
正
が
必

要
に
在
る
と
思
う
。
⑧

公
用
車

に
つ
い
て
。
当
館
に
一
台
の
公
用

車
が
あ
る
。
来
客
の
送
迎
か
ら
作

品
の
収
集
、
返
却
、
本
庁
主
管
課

と
の
連
絡
、
支
出
事
務
の
た
め
の

●
一

出
納
室
、
銀
行
、
市
内
用
務
と
本

当
に
多
目
的
に
使
用
し
て
い
る
毎

日
必
要
を
館
の
足
で
あ
る
。
そ
の

一
台
の
車
が
遠
出
を
し
て
し
ま
う

と
全
く
手
足
を
も
が
れ
た
も
同
然

で
緊
急
な
用
務
に
も
応
じ
ら
れ
な

い
事
態
も
生
じ
る
。
当
館
の
立
地

条
件
を
考
慮
し
て
も
、
館
長
車
な

り
連
絡
用
の
車
な
り
が
も
う
一
台

必
要
で
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
未
完
成

の
施
設
で
の
問
題
は
い
く
つ
か
あ

る
が
紙
面
の
都
合
で
割
愛
し
た
い
。

学
芸
課
に
は
、
作

品
の
収
集
活
動
を
中

心
と
し
た
調
査
係
、

作
品
の
保
管
整
備
に

あ
た
る
資
料
係
、
展

一
般
的
に
美
術
館
と
い
う
と
展
覧
会
を
思
い
浮
べ
る
人

が
多
い
。

し
か
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
行
な
っ
て
い
る
日
常
業
務

に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
い

わ
ば
美
術
館
を
裏
側
か
ら
支
え
る
役
目
を
も
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

-みる・かたる・つくる

貴
会
全
体
の
調
整
を
行
っ
て
い
る

展
示
係
、
そ
れ
に
広
報
と
友
の
会

活
動
を
推
進
し
て
い
る
普
及
係
の

四
係
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
分
担

を
行
っ
て
「
み
る
・
か
た
る
・
つ

く
る
」
た
め
の
日
常
の
業
務
に
携

っ
て
い
る
。

展
示
業
務
と
し
て
は
、
課
を
A

・
B
の
二
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
で
交

替
で
企
画
を
分
担
し
、
革
務
処
理

を
行
っ
て
い
る
が
、
普
及
事
業
の

拡
大
徹
底
も
大
き
な
急
務
に
な
り
、

組
織
の
整
備
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
。
今
後
の
展
覧
会
の
企
画
も
、

来
館
者
の
期
待
に
添
え
る
も
の
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

調
査
係

美
術
館
で
は
、
常
設
展
・
企
画

展
の
展
示
資
料
充
実
の
た
め
に
、

一
、
房
総
に
か
か
わ
り
の
深
い
物
故

作
家
の
作
品
及
び
関
係
資
料
。

一
「
千
葉
県
出
身
及
び
在
住
の
、
著

名
な
現
代
作
家
の
秀
作
。

三
、
近
代
美
術
の
流
れ
や
、
現
代
美

術
の
動
向
を
示
す
、
日
本
及
び

諸
外
国
の
著
名
作
家
の
作
品
。

の
三
つ
の
柱
で
、
順
次
的
に
、
又

は
並
行
的
に
調
査
収
集
を
す
ず
め

で
い
る
が
、
そ
の
ね
ら
い
は
、
あ

く
ま
で
県
民
各
層
の
要
望
に
対
応

す
る
、
県
立
美
術
館
の
基
本
的
性

格
に
そ
っ
て
、
今
後
と
も
す
す
め

ら
れ
る
も
の
で
す
。

資
料
係

千
葉
県
の
生
ん
だ
日
本
近
代
洋

画
の
先
覚
、
浅
井
息
の
作
品
、
研

究
資
料
と
呼
ば
れ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
日
記
や
「
二
十
日
会
誌
」
な
ど
本

館
特
有
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
る

も
の
を
は
じ
め
、
県
に
ゆ
か
り
の

美
術
家
の
作
品
の
大
き
さ
、
種
別
、

保
存
状
況
を
調
査
し
記
録
し
て
い

る
係
で
あ
る
。
収
蔵
作
品
の
種
別

に
は
、
洋
画
、
日
本
画
、
彫
塑
、

工
手
字
書
、
版
画
が
あ
る
。
そ
の

他
美
術
に
関
す
る
図
書
も
扱
い
、

主
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
浅

井
思
、
香
取
秀
真
関
係
が
あ
る
。

展
示
係

展
示
係
の
仕
草
は
、
展
示
活
動

に
係
る
事
務
全
般
、
つ
ま
り
展
示

企
画
お
よ
び
展
示
室
の
利
用
調
整

な
ら
び
に
展
示
備
品
の
整
備
と
管

理
等
が
あ
る
。
展
覧
会
の
年
間
計

画
や
貸
会
場
利
用
の
調
整
を
行
な

い
、
美
術
館
主
催
の
企
画
展
と
県

民
の
発
表
の
場
と
し
て
の
貸
会
場

の
調
整
を
行
を
う
。
展
覧
会
の
看

板
の
デ
ザ
イ
ン
や
館
内
の
展
覧
会

案
内
の
レ
タ
リ
ン
グ
を
し
た
り
し

て
展
示
予
定
を
告
知
す
る
。
各
展

示
室
の
自
記
温
湿
度
計
を
毎
週
月

曜
日
に
取
替
え
る
こ
と
も
展
示
係

の
仕
事
で
あ
る
。

普
及
係

ポ
ス
タ
ー
、
館
報
な
ど
に
よ
り

一
般
県
民
と
の
接
触
を
保
ち
、
館

の
事
業
を
広
報
す
る
係
で
あ
る
。

館
で
催
さ
れ
る
展
覧
会
な
ど
の
内

容
を
広
く
紹
介
し
、
よ
り
多
く
の

皆
様
に
こ
の
施
設
を
利
用
し
て
い

た
た
く
た
め
、
P
R
方
法
等
を
計

画
し
、
数
人
の
職
員
で
、
印
刷
物

な
ど
を
つ
く
り
、
あ
て
名
書
き
、

発
送
、
配
布
、
細
か
な
仕
事
の
連

続
で
あ
る
。

「
美
術
館
友
の
会
」
を
通
し
て

一
般
の
方
々
と
接
す
る
こ
と
も
多

く
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
も

あ
る
。



みる・かたる・つくる

日
頃
の
成
果
を

-
籍
8
回
千
葉
県
高
等
学
校
芸
術

祭

美
術
・
工
芸
・
書
道
展
-

昨
年
の
千
葉
県
芸
術
祭
に
は
、
二
四
行
事
が
も
た
れ
た
が
、
そ
の
う

ち
、
芸
術
作
品
部
門
の
三
つ
の
展
覧
会
が
県
立
美
術
飴
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
展
覧
会
も
、
年
を
お
っ
て
県
民
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
好
評
控
の
う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

応
募
作
品一

、
六
六
七
点

-
第
二
八
回

県
展
-
終
る

第
二
八
回
千
葉
県
美
術
展
は
、

千
築
県
芸
術
祭
の
中
心
的
行
事
と

し
て
開
催
さ
れ
、
日
本
画
、
洋
画
、

彫
塑
、
工
芸
、
書
道
の
各
分
野
に

一
、
六
六
七
点
の
一
般
応
募
作
品

が
あ
つ
ま
り
、
九
九
〇
点
の
入
選

が
あ
り
会
員
の
出
品
作
を
ふ
く
め

県展をみる川上知事

昨
年
u
月
2
 
0
日
か
ら
2
 
8
日
ま
で

開
催
さ
れ
出
品
数
、
参
加
校
は
前

凹
を
う
わ
ま
お
り
、
美
術
・
工
芸

が
5
6
校
、
書
道
が
7
0
校
で
あ
っ
た
。

出
品
作
品
は
、
日
頃
行
な
っ
て

い
る
授
業
、
或
は
ク
ラ
ブ
活
動
で

の
成
果
を
発
表
し
た
も
の
で
あ
っ

た
が
、
材
料
、
表
現
を
ど
も
極
め

て
多
彩
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
い

る
。美

術
・
工
芸
の
方
で
は
油
か
ら

日
本
画
、
水
彩
、
デ
ザ
イ
ン
、
彫

塑
、
フ
ォ
ト
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
、
陶

芸
、
染
色
、
木
工
、
七
宝
な
ど
が

あ
り
、
書
道
の
万
で
は
、
従
来
の

漢
字
、
か
を
か
ら
近
代
詩
文
書
、

少
字
数
作
品
、
築
刻
、
ろ
う
け
つ
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、
陶
板
を
ど
が

あ
っ
た
。

更
に
、
学
校
別
の
展
示
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
の
特
色
を
み
せ
、

一
つ
の
楽
し
さ
を
加
え
て
い
た
。

写実会握

県展会場

て
一
、
四
四
七
点
が
展
示
さ
れ
た
。

今
回
の
県
展
で
特
筆
さ
れ
る
の

は
、
多
彩
な
傾
向
を
も
つ
作
品
が

展
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
今
年

は
、
美
術
館
が
全
館
開
放
さ
れ
、

千
六
百
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
壁
面
が

フ
ル
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

県
展
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、

参
加
者
全
員
の
作
品
が
陳
列
さ
れ

る
の
が
建
前
だ
が
、
年
々
増
加
す

る
応
募
作
品
に
は
応
じ
き
れ
ず
、

●

▲
容
丁
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特
に
洋
画
部
門
で
は
前
回
、
今
回

と
も
、
た
て
続
け
に
約
半
数
が
落

選
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は

必
然
的
に
「
量
よ
り
質
」

の
い
う

面
が
み
ら
れ
た
が
、
落
選
さ
れ
た

方
に
は
気
の
毒
で
あ
っ
た
。

今
回
の
日
本
画
は
、
花
を
題
材

に
し
た
も
の
が
比
較
的
多
く
、
人

物
や
生
活
の
匂
い
の
あ
る
作
品
が

あ
ま
り
兄
あ
た
ら
ず
、
洋
画
は
、

従
来
に
牽
く
充
実
し
、
作
鳳
も
一

つ
の
流
派
に
片
寄
ら
ず
、
変
化
あ

る
個
性
が
見
ら
れ
、
彫
塑
は
、
公

募
作
品
全
体
の
質
が
特
に
向
上
し

工
芸
に
は
、
若
い
作
家
の
意
欲
的

な
作
品
が
目
だ
っ
た
。
書
道
で
は

応
募
点
数
六
百
五
十
九
点
と
い
う

県
展
創
立
以
来
の
快
記
録
と
在
っ

た
が
、
展
示
壁
面
の
関
係
で
三
割

の
落
選
を
作
ら
を
け
れ
ば
在
ら
な

か
っ
た
の
が
残
念
で
あ
る
。

貴
重
を
記
録

-
写
真
展
「
千
葉
県

の
文
化
財
」
-

今
回
か
ら
干
薬
県
芸
術
祭
に
早

く
か
ら
参
加
し
、
伝
統
あ
る
写
真

部
門
が
加
わ
り
、
昨
年
十
一
月
二

十
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ

れ
た
。

テ
ー
マ
は
、
干
薬
県
各
地
に
あ

る
有
形
文
化
財
で
、
千
葉
県
写
真

家
協
会
員
の
中
の
三
十
一
会
員
に

よ
る
四
十
七
点
が
展
示
さ
ゑ
た
。

一
般
に
は
な
じ
み
の
少
を
い
文

化
財
で
あ
る
が
、
仏
像
、
建
造
物
、

梵
鐘
、
土
器
、
刀
、
絵
画
を
ど
、

各
分
野
に
わ
た
り
、
ま
た
、
会
場

中
央
に
設
け
ら
れ
た
こ
れ
ら
文
化

財
の
所
在
を
示
す
地
図
を
ど
と
あ

わ
せ
、
千
葉
県
の
優
れ
た
文
化
財

を
知
る
貴
重
な
資
料
展
で
あ
っ
た
。

●



県
展
優
秀
作
品
の
購
入
き
ま
る

第
二
十
八
同
県
度
の
優
秀
作
品

の
購
入
が
終
わ
り
、
新
た
に
館
収

蔵
作
品
と
し
て
二
点
が
加
え
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

昨
年
度
、
第
一
回
は
奨
励
的
を

趣
旨
か
ら
招
待
出
品
以
下
を
対
象

に
五
部
門
、
五
作
品
を
購
入
し
た

◇
大
須
賀
力
作
『
椅
子
の
女
』

が
、
本
年
か
ら
は
趣
旨
を
変
更
し

て
、
美
術
館
の
収
集
計
画
の
一
環

と
し
て
購
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

し
た
が
っ
て
出
品
さ
れ
た
全
作

品
を
対
象
に
、
部
門
に
こ
だ
わ
ら

ず
選
考
さ
れ
た
が
、
ね
ら
い
と
し

て
は
、
そ
の
年
度
の
県
展
を
代
表

一みる・かたる・つくる

す
る
秀
作
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ

の
作
家
に
と
っ
て
も
代
表
的
な
力

作
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
た
。

選
考
は
当
館
評
価
委
員
に
よ
っ

て
慎
重
に
す
す
め
ら
れ
、
全
出
品

作
品
一
四
四
七
点
の
中
か
ら
、
ま

ず
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
別
に
候
補
作

品
を
選
び
、
最
終
的
に
は
、
日
本

画
二
鳥
、
洋
画
一
点
、
彫
刻
二
点

工
事
雪
盲
へ

書
二
鳥
の
候
補
作
品

が
あ
げ
ら
れ
た
。
再
度
、
全
委
員

で
慎
重
に
協
議
し
た
結
果
、
全
評

価
委
員
の
賛
同
に
よ
っ
て
三
点
の

作
品
が
推
薦
さ
れ
た
。

「
県
展
優
秀
作
品
の
購
入
」

の

要
項
に
も
と
づ
く
予
算
の
制
限
か

ら
、
結
果
的
に
は
写
真
掲
載
の
二

点
の
購
入
が
決
定
し
た
。

残
る
一
点
に
つ
い
て
は
別
途
予

算
に
よ
っ
て
購
入
の
準
備
を
す
す

め
て
い
る
。

◇

◇

◇

◇

◇

遠
藤
健
郎
作
「
巷
の
女
た
ち
」

(
リ

ト
グ
ラ
フ
集
八
枚
)

●展
示
会
場
の

調
整
会
議
開
催

こ
と
も
あ
り
、
期
間
に
よ
っ
て
は

希
望
の
重
複
す
る
場
合
も
見
ら
れ

た
が
、
団
体
相
互
の
理
解
な
ど
も

あ
り
五
十
二
年
度
の
調
整
は
ス
ム

ー
ズ
に
行
な
お
れ
た
。

全
体
協
議
で
は
、
館
側
か
ら
の

お
願
い
や
団
体
側
か
ら
の
質
問
、

要
請
を
ど
も
種
々
、
活
発
に
あ
っ

た
。
展
示
室
の
照
明
や
バ
ス
の
平

日
運
行
、
野
外
展
示
の
検
討
に
つ

い
て
も
希
望
が
出
さ
れ
た
つ

多
く
の
期
待
と
課
題
が
美
術
館

に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
施
設
・

設
備
的
要
請
に
は
、
美
術
普
及
棟

の
早
期
実
現
が
望
ま
れ
る
。

◇
浅
見
錦
龍
作

『
古
泉
千
種
の
歌
」

昭
和
五
十
二
年
度
の
展
示
室
利

用
に
伴
う
展
示
会
場
調
整
会
議
が

十
二
月
十
五
日
午
後
一
時
半
よ
り

四
時
ま
で
開
催
さ
れ
た
。

利
用
希
望
の
四
十
三
団
体
、
五

十
一
人
の
代
表
者
が
出
席
し
展
覧

会
場
の
調
整
お
よ
び
全
体
協
議
等

で
美
術
展
覧
会
の
円
滑
を
運
営
と

利
用
者
に
親
ま
れ
る
展
覧
会
と
す

る
た
め
美
術
館
側
と
利
用
団
体
の

相
互
の
協
力
に
つ
い
て
協
議
が
行

な
わ
れ
た
。

展
覧
会
場
の
調
整
に
つ
い
で
は
、

着
実
に
美
術
館
で
作
品
を
発
表
す

る
団
体
数
が
増
加
し
て
き
て
い
る

千
葉
県
美
術
界
新
春

パ
ー
テ
ィ
の
案
内

第
一
回
千
葉
県
秀
作
美
術

展
の
開
催
を
機
会
に
、
か
ね

て
よ
り
要
望
の
あ
り
ま
し
た

作
家
各
位
を
始
め
、
美
術
評

論
家
や
美
術
記
者
の
み
な
さ

ん
を
交
え
た
新
春
の
懇
親
パ

ー
テ
ィ
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

昭
和
五
十
二
年
一
月

八
日
出

正
午

会
場

ち
ば
共
済
会
館

尚
詳
細
に
つ
い
て
は
庶
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(
冒
三
-
四
千
圭
一
)

一
7
一



みる・かたる・つくる-

手
づ
く
り
の

楽
し

み

軸申版画講習会

年
賀
状
を
木
版
画
で

昨
年
十
一
月
二
十
七
日
・
二
十

八
日
の
両
日
に
わ
た
っ
て
開
催
し

た
木
版
画
講
習
会
も
、
好
評
樫
の

ぅ
ち
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
は
、
版
画
の
良
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
手
初
め
と
し
て
年
賀
状

を
と
い
う
こ
と
で
計
画
し
た
も
の
。

縄
師
に
長
谷
川
昂
氏
を
迎
え
、

参
加
者
の
個
々
に
わ
た
り
丁
寧
を

指
導
を
受
け
、
各
自
思
い
思
い
の

図
柄
に
工
夫
を
こ
ら
し
、
手
づ
く

り
の
年
賀
状
を
届
け
る
楽
し
さ
を

刻
み
つ
け
て
い
た
。
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昭
和
五
十
二
年
一
月
五
日
か
ら

オ
ー
プ
ン
さ
れ
る
収
蔵
作
品
展
は

昭
和
五
十
一
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

常
設
展
で
第
三
期
と
し
て
公
開
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
画
は
東

山
魁
夷
、
宮
取
側
壁
、
関
主
説
、
立

石
春
美
、
島
多
納
邸
、
松
尾
敏
男
、

大
浦
弼
水
。
洋
画
は
浅
井
息
と
そ

の
師
弟
、
大
久
保
作
次
郎
夫
妻
、

原
隣
邦
、
樺
貞
雄
、
林
明
善
、
該

境
等
の
作
品
。
彫
塑
で
は
大
須
賀

力
、
鈴
木
章
、
綿
引
司
郎
、
荒
唐

徳
亮
、
大
川
進
一
等
。
工
芸
は
青

木
滋
労
、
信
田
洋
、
土
肥
刀
泉
、

宮
之
原
謙
、
山
本
正
年
、
佐
治
正
、

小
林
正
利
。
書
は
石
井
磐
石
、
浅

見
錦
龍
、
小
暮
寄
倒
、
金
子
聴
松
、

鈴
木
方
鶴
、
鈴
木
清
香
。
版
画
で

は
浜
口
陽
三
、
池
田
満
寿
夫
の
作

品
を
展
示
す
る
。
本
館
特
有
の
展

示
に
研
究
資
料
の
展
示
が
あ
る
。

今
回
は
浅
井
忠
の
デ
ザ
イ
ン
に
を

る
陶
器
類
、
石
井
貸
石
の
豆
本
、

短
冊
、
印
譜
、
画
帳
、
折
本
、
現

先
犀
鳳
が
展
示
さ
れ
る
。

二
〇
万
人
目
の
人

開
館
以
来
、
千
人
、

二
千
人
、
三
千
人
、

四
千
人
、
五
千
人
目

と
そ
の
都
度
、
美
術
館
が
県
民
と

歩
む
喜
び
を
表
れ
し
て
き
た
が
、

昨
年
十
一
月
十
六
日
、
二
十
万
人

.
害
こ
ぶ
吉
野
さ
ん
親
子

目
の
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
人
は
\
習
志
野
市
谷
港

町
の
吉
野
憎
さ
ん
で
浅
見
喜
舟
作

色
紙
屏
鳳
を
贈
呈
し
誕
念
し
た
。

藤
野
天
光
作
「
あ
あ
青
春
」

像
建
立
き
ま
る

前
千
薬
県
美
術
会
長
で
あ
り
、

日
展
で
活
胱
さ
れ
た
彫
塑
家
継
野

天
光
氏
の
文
部
大
臣
賞
受
賞
作
「

あ
あ
青
春
」
像
が
、
過
族
の
ご
厚

意
に
よ
り
、
美
術
館
の
初
の
野
外

展
示
と
し
て
、
一
般
に
公
開
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
月
十

二
日
凹
を
除
幕
式
と
し
て
、
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。●

美
術
普
及
棟
の
構
想

本
館
の
最
も
特
色
と
す
る
施
設

で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
機
能
や

施
設
設
備
に
つ
い
て
、
美
術
館
協

議
会
に
諮
問
し
検
討
中
で
あ
る
が
、

お
よ
そ
次
の
よ
う
な
機
能
が
考
え

ら
れ
る
。

一
、
図
書
、
そ
の
他
の
資
料
や
情

報
を
収
集
公
開
し
、
美
術
の
資
料

セ
ン
タ
ー
と
す
る
。

二
、
諦
満
会
、
鑑
賞
会
、
談
話
会

等
を
開
催
し
、
美
術
普
及
の
拠
点

と
す
る
。

三
、
各
種
の
実
技
講
座
や
セ
ミ
ナ

ー
等
を
開
催
し
、
県
民
の
ア
ト
.
リ

工
と
し
て
親
し
ま
れ
る
美
術
館
と

す
る
。研

究
紀
要
の
刊
行

県
立
博
物
館
と
し
て
、
年
来
の

希
望
で
あ
っ
た
研
究
紀
要
の
刊
行

を
美
術
館
と
し
て
、
三
月
中
に
行

う
べ
く
め
ざ
し
て
い
る
。
特
に
本

館
の
収
蔵
作
品
の
メ
ー
ン
と
在
っ

て
い
る
浅
井
息
の
研
究
を
中
心
に

ま
と
め
ら
れ
る
。
渡
欧
時
代
、
京

都
時
代
を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
明

ら
か
に
さ
れ
を
か
っ
た
肖
像
画
・

日
記
類
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
の

浅
井
を
ど
近
代
美
術
史
上
に
初
め

て
の
報
告
が
さ
れ
る
。

●

16141013u
月

201211 7 3 271
2
月

451

日

誌

抄

(
同
月
̃
1
 
2
月
)

第
一
回
千
葉
県
秀
作
美
術
展

選
考
委
員
会
開
催

友
の
会
作
品
展
始
ま
る
。

君
津
中
央
公
民
館
二
六
名
、

石
塚
小
学
校
P
T
A
四
七
名

相
模
台
小
学
校
P
T
A
四
一

名
来
館

爺
満
会
、
香
取
正
彦
氏
「
父
秀

美
を
語
る
」
 
、
映
画
「
余
韻
は

生
き
る
」
聴
講
者
二
五
〇
名

富
津
中
学
校
三
百
名
来
館

美
術
館
協
毅
会
開
催

「
香
取
秀
真
と
そ
の
週
辺
」
展

解
説
会
、
米
田
学
芸
員

友
納
前
知
事
来
館

県
教
育
功
労
者
に
、
小
暮
青

風
(
書
)
、
桜
田
絹
二
洋
画
)

郡
司
幹
雄
(
当
館
協
議
員
)

の
各
氏
が
選
ば
れ
る

評
価
委
員
会
開
催

千
葉
県
美
術
展
始
ま
る

今
井
教
育
長
来
館

来
館
者
二
十
万
人
目
を
記
録

用
上
知
事
来
館

沼
田
副
知
事
来
館

高
校
芸
術
祭
美
術
部
門
展
、

文
化
財
写
真
展
始
ま
る

2
8
日
ま
で
版
画
講
習
会
開
く

こ
て
は
し
台
中
学
校
家
庭
学

級
三
五
名
来
館

展
示
会
場
利
用
調
整
会
議
開

催
、
参
加
四
三
固
体


